
コレクションのデータを公開す
るとどんな良いことがあるのか
──愛知県美術館の事例から

愛知県美術館主任学芸員
副⽥⼀穂
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博物館法改正（2022）で、
デジタルアーカイブ化を明記！
（博物館の事業）
第三条 博物館は、前条第⼀項に規定する⽬的
を達成するため、おおむね次に掲げる事業を⾏
う。
⼀． 実物、標本、模写、模型、⽂献、図表、

写真、フィルム、レコード等の博物館資
料を豊富に収集し、保管し、及び展⽰す
ること。

⼆． 分館を設置し、⼜は博物館資料を当該博
物館外で展⽰すること。

三． 博物館資料に係る電磁的記録を作成し、
公開すること。

四.〜⼗⼆. （略）

第三条第⼀項第三号に定める博物館の事業として
の「博物館資料に係る電磁的記録を作成し、公開
すること」については、デジタル技術を活⽤した
博物館資料のデジタル・アーカイブ化とその管理
及びインターネットを通じたデジタル・アーカイ
ブの公開、インターネットを通じた情報提供と教
育や広報、交流活動の実施や展⽰・鑑賞体験の提
供のために資料をデジタル化する取組を含むこと。

博物館法の⼀部を改正する法律の公布について
（令和4年4⽉15⽇⽂化庁通知）
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愛知県美術館

1955年に前⾝の愛知県⽂化会館美
術館が開館、1992年に現在の場所に
愛知県美術館として開館。

20世紀以降の近現代美術を収集す
るが、所蔵品は8,500件余の約半数を
占める「⽊村定三コレクション」に
は、考古や中世の資料も含まれる。
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愛知県美術館のコレクション・データベース

2013年度
アートドキュメンテーションからレジストレーションに⽅針
転換、コレクションのおよそ2/3は未登録状態

2014年度 県備品管理とコレクション・データを紐付け
2015年度 データ整備とシステム仕様設計
2016年度 新システムによる業務⼀元化の検討と仕様設計
2017年度 I.B.Museum SaaS導⼊決定、テスト環境運⽤
2018年度 現⾏システム運⽤開始、PD画像の利⽤フリー化
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2014年度
県備品管理とコレクション・データを紐付け
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問題点
• 制作地に議論がある作品（e.g.三⾓
縁神獣鏡）や、「満州」⽣まれの
作家の扱い
• 「⽇本画」から中国絵画が漏れる
• 作品の最⼩単位を物理的な分離可
能性に求めるか、鑑賞の対象の数
え上げに求めるか
• 実体としての対象を持たない条番
号を許容するか
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2016年度
新システムによる業務⼀元化の検討と仕様設計
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改修⼯事空けの第五期システムで導
⼊される新しい所蔵作品管理システ
ムを構築するにあたり、各担当者が
抱えているルーティンワークを可能
な限りシステム経由で⾏うかたちに
変更することを提案します。これま
でミュージアムデータとは独⽴して
いた作品の出品歴や掲載情報を、⼀
元的に管理することができます。
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2018年度
現⾏システム運⽤開始

SaaS⼊⼒作業の担当
新収蔵品

収集委員会
↓

備品登録
↓

翌年度報告
↓

マスターリスト登載（美術G班⻑）

作品貸出

作品貸出担当者が、予約・出
庫・⼊庫まで⼊⼒

画像貸出

貸出はSaaSを通さず⾏う。
ただし「参考⽂献」タブは、
画像貸出担当者が納本確認し

て⼊⼒

展覧会カタログ情報

作品調査

調査担当者が「調査」タブに
⼊⼒

修復

修復担当者が「修復歴」タブ
に⼊⼒

新撮

撮影担当者がポジ・HDDデー
タの管理とSaaSへの⼊⼒

コレクション展⽰

コレクション展担当者がクリップリスト
作成、予約・出庫・⼊庫まで⼊⼒

収集調書担当者

作品カード

SaaS

2018/11/26副⽥作成
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2018年度
PD画像の利⽤フリー化
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HOME MAGAZINE NEWS HEADLINE …

愛知県美術館がウェブサイトをリニューア

ル。クリムトやボナールなど1200点以上のコ
レクション画像が自由ダウンロード可に
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NEWS / HEADLINE - 2018.11.29
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| | | |

詳しい経緯は下記ご参照ください。

副⽥⼀穂「公共財としてのコレク
ション画像」『全美フォーラム』16
号、全国美術館会議、2019年

副⽥⼀穂「愛知県美術館のパブリッ
ク・ドメイン作品画像利⽤⾃由化に
ついて」『美術の窓』38巻5号、
2019年5⽉

https://www.zenbi.jp/getMemFile.php?file=file-105-16-forum.pdf


2018年度
PD画像の利⽤フリー化
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申請 審査と許可 画像の渡し⽅ 改変・
トリミング 所蔵表記 掲載誌送付

従来 押印した書⾯ 押印した書⾯ 着払い郵送
（CD-R or ポジ） 可否を審査 義務 義務

PD
低解像度 不要 なし ダウンロード 利⽤者の責任

で お願い お願い

⾼解像度 メール申込 なし ストレージ 利⽤者の責任
で お願い お願い

ポジ 押印した書⾯ 押印した書⾯ 着払い郵送 利⽤者の責任
で お願い お願い



データが乱⽴？

2005年度-⽂化遺産オンライン参加
2008年度- Twitterアカウント運⽤
2013年度- Google Arts & Culture参加
2017年度-研究紀要、年報ウェブ公開
2018年度- PD画像の利⽤フリー化
2020年度-ジャパンサーチへデータ提供
2021年度- SHŪZŌ（APJ）へデータ提供
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🤔

情報が重複するデメリッ
トよりも、間⼝が広がる
メリットの⽅が⼤きいの
では？

更新データが⾃動で反映
されるといいな…



格好のいいデータじゃなくても

•画像のトリミング、
あきらめました。

•掲載情報の完全追跡、
あきらめました。

•サムネイルじゃなく、
個別に許諾
（時間がかかる！）
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やれない理由をつぶす
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ハードル 対応
著作権法がよくわからない 勉強会しましょう
正確な情報じゃないと表に出せない そもそも正確な情報とは？？

労⼒対効果が低そう
データベース公開⾃体が研究成果
災害時のレスキュー台帳がわりに
（来館者は特に増えない…）

貸出依頼が増えそう 展⽰機会の少ない作品に光が！
⼈⼿と時間と予算が⾜りない できるとこから部分的に



改めて、どんな良いことがあるのか

ミュージアムの理念的には…
作品・資料を調査研究の要に応じていつでも・何度でも検証可能な状態にして
おくことができる（問い合わせに対して「まず検索してみて」と回答できる）

⾏政的には…
オープンデータ（⾏政機関等が保有する公共データを機械判読に適したデータ形式で、
かつ誰もが⼆次利⽤を可能とするルールによって公開されたデータ）化の好例として

ユーザー的には…
公共財へのアクセス⽅法はいくらあっても良い！
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